
令和 6 年度医療的ケア児等支援センター活動報告及び令和７年度の取組の方向性 

 

令和７年（2025 年）３月  

長野県医療的ケア児等支援センター 

 

1．相談対応 

◆ 地域の保育所、小学校等

に就園就学する医療的ケ

ア児の増加により、初め

て医療的ケア児を受入れ

る園や学校、市町村の担

当者や教育委員会からの

相談が増加した。 

 就学後の校外学習・修

学旅行の支援体制、児の

自立についての相談も増

加、保育・教育の現場で

の医療的ケアの浸透とと

もに課題の多様化がみら

れる。 

◆ 支援資源の新規開発に 

向けて、制度や事業についての相談が増加した。支援内容の充実や緊急対応体制についての

相談も多く、新規開設後も継続支援が必要。 

◆ 災害対策について、R4 年度は当事者からの不安の訴えや相談が多かったが、今年度は市町村

からの相談が増加し、個別避難計画作成や避難訓練の実施につながった。 

 

２. アウトリーチ 

◆ 保育所・学校や市町村教

育委員会へのアウトリー

チによる研修や助言が増

加した。 

◆ 個別のケース会議の多く

は高等部卒業後の自立支

援に向けたグループホー

ムへの移行、就労支援の

ためのもの。 

◆ 圏域や地域独自に企画さ

れた研修会への協力・ 

参加も増加した。 

訪問先 R4年度 R5年度 
R6年度 

(3月末までの予定含む） 

行政（教委含） 9 5 25 

学校・保育所 24 29 20 

事業所 13 6 13 

協議の場 47 43 24 

ケース会議・家族会 12 8 18 

研修・講演 36 29 30 

その他 14 11 23 

合計 155 131 153 
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保育所・学校の体制整備

制度や事業に関すること

圏域・職種間の連携体制

レスパイトに関すること

困難事例に関すること

長野県の情報が欲しい

災害対策

関係機関との連携

看護師確保

看護指示書取得について

傾聴してほしい

医ケアCoの配置・業務

卒業後の居場所

その他

R4～6年度 新規相談件数

R4年度 R5年度 R6年度(２月末まで）

資料１ 



３．人材育成研修 

※ 「令和 6 年度医療的ケア児等支援人材育成事業」（信州大学に委託）によるもののみ。このほ

か、新規開設の通所支援事業所や医療的ケア児等の通う保育所・学校等でのシミュレーション

研修を行った。 

 

４．災害対策 

事業内容 対象 場所・内容 

福祉避難所確保 医療型障害児入所施設 長野保健医療大学 

福祉避難所確保 

コーディネート 

長野圏域医療的ケア児等 清泉女学院大学上野キャンパス 

避難訓練 

 

 

長野市人工呼吸器使用児 ４名     清泉女学院大学東口キャンパス 

こすもけあ福祉会サンライズ長野川中島 

松本市人工呼吸器使用児 ３名             松本大学２体育館 

給電車デモンスト

レーション 

佐久圏域医療的ケア児等支援者 

信濃医療福祉センター 

プラグインハイブリッド車による人工呼

吸器等医療機器への給電 

安曇野市による 

家族会向け研修会 

松本圏域医療的ケア児 12家族   個別避難計画作成の手順、避難行動、備

蓄について説明 

◆ 避難訓練は長野県社会福祉協議会、長野市、松本市との協働により行った。 

◆ 避難訓練と同時に、医療機器等に PHV による電源確保・給電のデモンストレーションを併催

し、電源確保の方法について啓発を進めた。 

 

 

日程 内容 受講人数 

R6.5.10-11 医療的ケア児等支援コーディネーター養成研修 52名 

R6.6.10-11 医療的ケア児等支援者養成研修（新訂版） 50名（修了証交付 42名） 

R6.7.22,26 医療的ケア児等コーディネーター連絡会 オンライン開催 のべ 26名 

R6.8.28-29  医療的ケア児等コーディネーター養成研修（新訂版） 25名（累計 291名） 

R6.10.8 てんかんの研修会（東信） 31名 

R6.11.19 災害対策担当者向け研修会 16名 

R6.12.6 医療的ケア児等支援センターシンポジウム 94名 

R6.12.25 
医療的ケア児等コーディネーター連絡会 

（県立こども病院と地域支援者の連携推進懇話会） 

51名 

（こども病院関係者５名） 

R7.3.2,9 薬剤師会との共催による研修会・医療デバイス体験会 2日：会場参加 54名 

R7.3.7 静的弛緩誘導法研修会  

R7.3～ 動画教材作成、公開  



5．来年度の展望 

◆ 災害対策・・・長野県社会福祉協議会や、各市町村、圏域医療的ケア児等コーディネーターと

協力して、以下のことを行う。 

・引き続き福祉避難所と非常用電源の確保を進める 

  ・市町村の災害対策担当者や PHV を扱うディーラーやユーザー向けに、要電源医療機器や医

療的ケア児の生活・災害対策についての啓発を進める。 

  ・新規に指定された福祉避難所への避難訓練の実施 

 

◆ 成人移行後の地域生活支援の充実・・・特別支援学校の進路指導担当教員、圏域医療的ケア児

等コーディネーターと協力して、以下のことを行う。 

・グループホームでの医療的ケア児等の生活支援の拡充・災害対策 

  ・就労支援に必要な医療的ケアの担い手となる看護師の育成 

  ・卒業後の生涯学習・余暇活動の充実 

 

◆ 人材育成 

 医療的ケア児等支援者／コーディネーター養成研修 

 医療的ケア児等コーディネーターブラッシュアップ 

 医療的ケア児等支援チーム力向上研修 

 シンポジウムの開催 

 一般市民や市町村関係各課の担当者、地域生活支援者向けの啓発、理解促進 

 

◆ 県立こども病院と地域支援者の連携推進 

 市町村保健師と圏域等医療的ケア児等コーディネーター、県立こども病院との協力により、圏

域・地域ごとの医療的ケア児等の子育てを見通せる「手引き（リーフレット等）」の作成 

 

◆ 情報収集と発信・・・国や他の都道府県、県内関係機関と協力して、多様な情報を収集・集

約、一元化・整理して提供する 

・医療、教育、福祉、母子保健、労働、災害対策等多分野にわたる制度情報 

  ・各圏域の好事例 等 

 


